
年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 話・聞 書 読

１
学
期

1

○ことばの準備体操
・これから取り組んでいくさまざまな
言葉の学習のために、準備する。

ことばの準備体操
・発音や聞き方に注意して話したり
聞いたりする。
・読みやすくわかりやすい字で正確
に書く。
・声量や速さ、間、強弱を工夫して
音読する。

＜教材＞
・教科書
・ワークシート

○ ○ ○

【知識・技能】
・言葉の大切さを意識し、よりよい言葉の使い
方を工夫しながら「話す」「聞く」「書く」
「読む」活動に取り組んでいる。
【思考・判断・表現】
・話し言葉と書き言葉の特徴を意識し、はっき
りした発音、適切な聞く姿勢、読み手にとって
わかりやすい字形、音読の工夫に注意しながら
活動に取り組んでいる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・「話す」「聞く」「書く」「読む」それぞれ
の活動に対して意欲をもっている。

○

○日本語を使いこなす
・場面に応じたことばの使い分けにつ
いて適切に理解する。

ことばの使い分け
・場面や目的に応じて適切な言葉を
選ぶ。
・敬語の正しい使い方や類義語の
ニュアンスの違いを理解し、適切に
使い分ける。

○ ○

【知識・技能】
・場面や目的に応じた適切な言葉、敬語の正し
い使い方、類義語のニュアンスについて正しく
理解している。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、話し言葉
の特徴をふまえ、場面に応じた適切な言葉や表
現を工夫している。
・「書くこと」において、場面や目的に応じた
適切な言葉を選び、表現のしかたを工夫してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉を正しく使い分けることに意欲をもち、
言葉を意識して、自らの言語生活を豊かにしよ
うとしている。

○ ○ ○

○ 4

○ ○ 4

1

○

【知識・技能】
・文、文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たについて理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や構成、論理の
展開などについて叙述をもとに的確にとらえ、
要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に学習に取り組み、説明のしかたをと
らえようとしている。

○ ○ ○

○

【知識・技能】
・漢検１０～7級程度の語彙が身に付いてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢検１０～7級程度の語彙の学習に対して意
欲をもっている。

○

○

○ 3

5

4

社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の
思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにす
る。

新編　現代の国語（大修館書店）

国語

社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値や我が国の言語文化への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

現代の国語

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 6

単元の具体的な指導目標

定期考査 ○

○ことばの基礎
・基礎的な国語の語彙を身に付ける。

・漢字の読み書き（漢検１０～７
級）

＜教材＞
・漢字プリント

【知識・技能】
・漢検１０～7級程度の語彙が身に付いてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢検１０～7級程度の語彙の学習に対して意
欲をもっている。

○

○わかりやすく説明する
・評論の読解を通して説明のしかたを
とらえる。

「人間はゴリラとチンパンジーのど
ちらに近いか」山極寿一
・説明のしかたに注意して文章を読
む。
・順序を表す言葉や接続表現、問題
提起と答えに着目して、文章の構成
をつかむ。

＜教材＞
・教科書
・ワークシート

○

国語 現代の国語

定期考査
○ ○

（１組：　渡邉　）

国語 現代の国語 2

南葛飾

評価規準 知 思

○ことばの基礎
・基礎的な国語の語彙を身に付ける。

・漢字の読み書き（漢検１０～7
級）

＜教材＞
・漢字プリント

配当
時数

○ことばの学びに向けて
・評論の読解を通して自分の考えをも
つ。

「『変わる』ことを楽しもう」茂木
健一郎
・「変わる」ことについて筆者の考
えを読み取り、高校生活を始めるに
あたっての参考にする。
・これからの学習で取り組みたいこ
と、興味のあることについて、自分
の考えを見つめたり話し合ったりす
る。

＜教材＞
・教科書
・ワークシート

【知識・技能】
・主張と根拠などの関係について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
をもとに的確にとらえ、要旨や要点を把握して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の主張をふまえて、「現代の国語」の学
習に前向きに取り組もうとしている。

○

指導項目・内容 態
領域



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 話・聞 書 読

社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の
思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにす
る。

新編　現代の国語（大修館書店）

国語

社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値や我が国の言語文化への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

現代の国語

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標

国語 現代の国語

（１組：　渡邉　）

国語 現代の国語 2

南葛飾

評価規準 知 思
配当
時数

指導項目・内容 態
領域

○ことばの基礎
・基礎的な国語の語彙を身に付ける。

・漢字の読み書き（漢検１０～7
級）

＜教材＞
・漢字プリント

○

【知識・技能】
・漢検１０～7級程度の語彙が身に付いてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢検１０～7級程度の語彙の学習に対して意
欲をもっている。

○ ○ 4

【知識・技能】
・話し言葉の特色をふまえ、相手や場面に配慮
した言葉遣いや表現のしかたを理解し、使って
いる。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、相手や場
面に配慮し、言葉以外の要素も意識しながら、
話の内容や表現のしかたを工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・対話の力やコミュニケーション力を高めるこ
とに関心をもち、意欲的に学習活動に取り組も
うとしている。

○ ○ ○ 4

「世界は私にほほえんでいる」
・図との関係に注意しながら、文章
を読み取る。
・筆者の主張と根拠の関係を吟味し
ながら読む。

＜教材＞
・教科書
・ワークシート

○

【知識・技能】
・主張と根拠など情報と情報との関係について
理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章や図を相互に関
係づけながら、内容や書き手の意図を解釈した
り、文章の構成や論理の展開について評価した
りし、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・図との関係に注意しながら、筆者の主張を読
み取ろうとしている。

○ ○ ○

２
学
期

定期考査
○ ○ 1

ミニインタビューをしよう
・必要な情報を相手から引き出せる
よう、質問しながら聞く。
・話の展開に注意し、話を広げたり
深めたりしながら聞く。
・聞き取った情報を活用するための
メモを取る。

○

【知識・技能】
・話し言葉の特徴をふまえ、適切な言葉遣いや
表現を理解し、使っている。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、適切な
テーマを決め、必要な情報を収集するためにイ
ンタビューのしかたを工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において、相手の反
応を予想して話の内容や展開、質問のしかたを
工夫しながらインタビューを行っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・インタビュー活動に興味をもち、積極的に学
習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 3

○情報と向き合う
・情報を吟味しながら読む。

○聞く力を育む
・より深い人間関係を築いていくため
に、聞く力を高めるレッスンに取り組
む。

○伝え合いのレッスン
・伝え合う力を高める。

対話のレッスン
・相手や場面に配慮した言葉遣いや
表現のしかたを知る。
・コミュニケーションにおける言葉
以外の要素の大切さを知り、対話に
生かす。

＜教材＞
・教科書
・ワークシート

○

5

定期考査
○ ○ 1

「情報の力関係」佐藤雅彦
・図との関係に注意しながら、文章
を読み取る。
・文字・図形・絵などが読者に与え
る効果の違いについて考える。

＜教材＞
・教科書
・ワークシート

○

【知識・技能】
・主張と根拠など情報と情報との関係について
理解している。
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたについ
て理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章や図形などに含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容
や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論
理の展開などについて評価したりし、自分の考
えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・視点や根拠に注意し、文章や図形などから必
要な情報を読み取ろうとしている。

○ ○ ○ 5

○ ○

3

○ことばの基礎
・基礎的な国語の語彙を身に付ける。

・漢字の読み書き（漢検１０～7
級）

＜教材＞
・漢字プリント

○

【知識・技能】
・漢検１０～7級程度の語彙が身に付いてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢検１０～7級程度の語彙の学習に対して意
欲をもっている。

○ ○ 2

聞き取りのレッスン
・大切なことを落とさずに、正確に
書く。
・自分にとって必要な情報を意識し
て、メモをとりながら聞く。

○

【知識・技能】
・話し言葉の特徴や表現の特色をふまえ、正確
に聞き取っている。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、必要な情
報を意識しながら聞き、情報を適切に整理して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・「聞くこと」の大切さを理解し、聞き取りの
学習活動に積極的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

6

○論理を読み取る
・評論の読解を通して、論理の展開を
読み取る。

「商品と贈り物の違い」松村圭一郎
・対比の関係を意識しながら読む。
・具体例の働きをとらえ、具体と抽
象の関係を考えながら読む。

＜教材＞
・教科書
・ワークシート

○

【知識・技能】
・対比、例示、言い換えなどについて理解して
いる。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
をもとに的確にとらえ、要旨や要点を把握して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に学習に取り組み、対比の関係、具体
と抽象の関係をとらえようとしている。

○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 話・聞 書 読

社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の
思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにす
る。

新編　現代の国語（大修館書店）

国語

社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値や我が国の言語文化への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

現代の国語

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標

国語 現代の国語

（１組：　渡邉　）

国語 現代の国語 2

南葛飾

評価規準 知 思
配当
時数

指導項目・内容 態
領域

4

３
学
期

○ことばの基礎
・基礎的な国語の語彙を身に付ける。

・漢字の読み書き（漢検１０～7
級）

＜教材＞
・漢字プリント ○

【知識・技能】
・漢検１０～7級程度の語彙が身に付いてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢検１０～7級程度の語彙の学習に対して意
欲をもっている。

○ ○

6

○社会に目を向けて
・自分の考えを深めながら読む。

「何のために『働く』のか」姜尚中
・筆者の問題意識と主張を、具体例
に気をつけながら読み取る。
・読み取ったことをふまえて、自分
の考えを広げる。

○ ○ ○

【知識・技能】
・例示や言い換えなどの述べ方について理解し
ている。
・筆者の主張とその根拠の関係について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、筆者の主張とその根
拠となる具体例についてとらえている。
・「読むこと」において、文章の内容について
自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文章の内容をとらえようとするととも
に、自分の考えをもち、意欲的に伝えようとし
ている。

○ ○ ○ 5

○説得力を高める
・意見文の書き方の基礎を身に付け
る。

意見文の基礎を学ぼう
・意見文の基本的な書き方と、構成
のしかたを知る。
・意見と理由を備えた基本的な意見
文を書く。

○

【知識・技能】
・文や文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たについて理解している。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の理解が得ら
れるよう、意見と理由（根拠）の関係を考え
て、文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において、推敲の観点を理解し
て自分が書いた文章を見直し、文章全体を整え
たり改善したりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・意見文を書くことに興味をもち、意見文の基
礎を意欲的に習得しようとしている。

○ ○ ○

合計

78

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民科 公共 2

先哲の考え方や政治・経済のしくみを理解する。

よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』実教出版社

公民科

現代の諸課題について資料をもとに考え、自らの考えを論拠を明確にして表現する。
よりよい社会の実現のために、他者の意見を尊重しつつ「答えのない問い」を主体的に解決する態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

第1部　公共の扉
第1章　社会を作る私たち
・自らの体験などを振り返ることを
通して，自らを成長させる人間とし
ての在り方生き方について理解させ
る。
・人間は，個人として相互に尊重さ
れるべき存在であるとともに，対話
を通して互いの様々な立場を理解し
高め合うことのできる社会的な存在
であること，伝統や文化，先人の取
組や知恵に触れたりすることなどを
通して，自らの価値観を形成すると
ともに他者の価値観を尊重すること
ができるようになる存在であること
について理解させる。
・自分自身が，自主的によりよい公
共的な空間を作り出していこうとす
る自立した主体になることが，自ら
のキャリア形成とともによりよい社
会の形成に結び付くことについて理
解させる。
・社会に参画する自立した主体と
は，孤立して生きるのではなく，地
域社会などの様々な集団の一員とし
て生き，他者との協働により当事者
として国家・社会などの公共的な空
間を作る存在であることについて多
面的・多角的に考察し，表現させ
る。

・青年期とは
・自己形成の課題
・職業生活と社会参加
・伝統・文化と私たち

【知識及び技能】
・自らの体験などを振り返ることを通して，
自らを成長させる人間としての在り方生き方
について理解している。
・人間は，個人として相互に尊重されるべき
存在であるとともに，対話を通して互いの
様々な立場を理解し高め合うことのできる社
会的な存在であること，伝統や文化，先人の
取組や知恵に触れたりすることなどを通し
て，自らの価値観を形成するとともに他者の
価値観を尊重することができるようになる存
在であることについて理解している。
・自分自身が，自主的によりよい公共的な空
間を作り出していこうとする自立した主体に
なることが，自らのキャリア形成とともによ
りよい社会の形成に結び付くことについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会に参画する自立した主体とは，孤立し
て生きるのではなく，地域社会などの様々な
集団の一員として生き，他者との協働により
当事者として国家・社会などの公共的な空間
を作る存在であることについて多面的・多角
的に考察し，表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾 公民科 公共

（　1組：木暮　）



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民科 公共 2

先哲の考え方や政治・経済のしくみを理解する。

よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』実教出版社

公民科

現代の諸課題について資料をもとに考え、自らの考えを論拠を明確にして表現する。
よりよい社会の実現のために、他者の意見を尊重しつつ「答えのない問い」を主体的に解決する態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾 公民科 公共

（　1組：木暮　）

第2章　人間としてよく生きる
・人間は，個人として相互に尊重さ
れるべき存在であるとともに，対話
を通して互いの様々な立場を理解し
高め合うことのできる社会的な存在
であること，伝統や文化，先人の取
組や知恵に触れたりすることなどを
通して，自らの価値観を形成すると
ともに他者の価値観を尊重すること
ができるようになる存在であること
について理解させる。
・選択・判断の手掛かりとして，行
為の結果である個人や社会全体の幸
福を重視する考え方や，行為の動機
となる公正などの義務を重視する考
え方などについて理解させる。
・人間としての在り方生き方に関わ
る諸資料から，よりよく生きる行為
者として活動するために必要な情報
を収集し，読み取る技能を身に付け
させる。
・社会に参画する自立した主体と
は，孤立して生きるのではなく，地
域社会などの様々な集団の一員とし
て生き，他者との協働により当事者
として国家・社会などの公共的な空
間を作る存在であることについて多
面的・多角的に考察し，表現させ
る。

○ ○ ○ 5

○
定期考査 ・これまでの学習内容を理解している。

○ 1

・古代ギリシアの人間観
・科学と人間
・自由の実現
・社会を作る人間

【知識及び技能】
・人間は，個人として相互に尊重されるべき
存在であるとともに，対話を通して互いの
様々な立場を理解し高め合うことのできる社
会的な存在であること，伝統や文化，先人の
取組や知恵に触れたりすることなどを通し
て，自らの価値観を形成するとともに他者の
価値観を尊重することができるようになる存
在であることについて理解している。
・選択・判断の手掛かりとして，行為の結果
である個人や社会全体の幸福を重視する考え
方や，行為の動機となる公正などの義務を重
視する考え方などについて理解している。
・人間としての在り方生き方に関わる諸資料
から，よりよく生きる行為者として活動する
ために必要な情報を収集し，読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会に参画する自立した主体とは，孤立し
て生きるのではなく，地域社会などの様々な
集団の一員として生き，他者との協働により
当事者として国家・社会などの公共的な空間
を作る存在であることについて多面的・多角
的に考察し，表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民科 公共 2

先哲の考え方や政治・経済のしくみを理解する。

よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』実教出版社

公民科

現代の諸課題について資料をもとに考え、自らの考えを論拠を明確にして表現する。
よりよい社会の実現のために、他者の意見を尊重しつつ「答えのない問い」を主体的に解決する態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾 公民科 公共

（　1組：木暮　）

5

第3章　他者とともに生きる
・人間は，個人として相互に尊重さ
れるべき存在であるとともに，対話
を通して互いの様々な立場を理解し
高め合うことのできる社会的な存在
であること，伝統や文化，先人の取
組や知恵に触れたりすることなどを
通して，自らの価値観を形成すると
ともに他者の価値観を尊重すること
ができるようになる存在であること
について理解させる。
・選択・判断の手掛かりとして，行
為の結果である個人や社会全体の幸
福を重視する考え方や，行為の動機
となる公正などの義務を重視する考
え方などについて理解させる。
・現代の諸課題について自らも他者
も共に納得できる解決方法を見いだ
すことに向け，行為の結果である個
人や社会全体の幸福を重視する考え
方や，行為の動機となる公正などの
義務を重視する考え方を活用するこ
とを通して，行為者自身の人間とし
ての在り方生き方について探求する
ことが，よりよく生きていく上で重
要であることについて理解させる。
・人間としての在り方生き方に関わ
る諸資料から，よりよく生きる行為
者として活動するために必要な情報
を収集し，読み取る技能を身に付け
させる。
・倫理的価値の判断において，行為
の結果である個人や社会全体の幸福
を重視する考え方と，行為の動機と
なる公正などの義務を重視する考え
方などを活用し，自らも他者も共に
納得できる解決方法を見いだすこと
に向け，思考実験など概念的な枠組
みを用いて考察する活動を通して，
人間としての在り方生き方を多面
的・多角的に考察し，表現させる。

○

・人間と幸福
・公正な社会をめざして

【知識及び技能】
・人間は，個人として相互に尊重されるべき
存在であるとともに，対話を通して互いの
様々な立場を理解し高め合うことのできる社
会的な存在であること，伝統や文化，先人の
取組や知恵に触れたりすることなどを通し
て，自らの価値観を形成するとともに他者の
価値観を尊重することができるようになる存
在であることについて理解している。
・選択・判断の手掛かりとして，行為の結果
である個人や社会全体の幸福を重視する考え
方や，行為の動機となる公正などの義務を重
視する考え方などについて理解している。
・現代の諸課題について自らも他者も共に納
得できる解決方法を見いだすことに向け，行
為の結果である個人や社会全体の幸福を重視
する考え方や，行為の動機となる公正などの
義務を重視する考え方を活用することを通し
て，行為者自身の人間としての在り方生き方
について探求することが，よりよく生きてい
く上で重要であることについて理解してい
る。
・人間としての在り方生き方に関わる諸資料
から，よりよく生きる行為者として活動する
ために必要な情報を収集し，読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・倫理的価値の判断において，行為の結果で
ある個人や社会全体の幸福を重視する考え方
と，行為の動機となる公正などの義務を重視
する考え方などを活用し，自らも他者も共に
納得できる解決方法を見いだすことに向け，
思考実験など概念的な枠組みを用いて考察す
る活動を通して，人間としての在り方生き方
を多面的・多角的に考察し，表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○

1
学
期



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民科 公共 2

先哲の考え方や政治・経済のしくみを理解する。

よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』実教出版社

公民科

現代の諸課題について資料をもとに考え、自らの考えを論拠を明確にして表現する。
よりよい社会の実現のために、他者の意見を尊重しつつ「答えのない問い」を主体的に解決する態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾 公民科 公共

（　1組：木暮　）

○

○ ○ ○ 5

5

・民主政治の成立
・民主政治の基本原理
・民主政治のしくみと課題
・世界の主な政治制度

【知識及び技能】
・各人の意見や利害を公平・公正に調整する
ことなどを通して，人間の尊厳と平等，協働
の利益と社会の安定性の確保を共に図ること
が，公共的な空間を作る上で必要であること
について理解している。
・個人の尊重，民主主義，法の支配など，公
共的な空間における基本的原理について理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・公共的な空間における基本的原理につい
て，思考実験など概念的な枠組みを用いて考
察する活動を通して，個人と社会との関わり
において多面的・多角的に考察し，表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○

定期考査 ・これまでの学習内容を理解している。
○ ○

第4章　民主社会の倫理
・各人の意見や利害を公平・公正に
調整することなどを通して，人間の
尊厳と平等，協働の利益と社会の安
定性の確保を共に図ることが，公共
的な空間を作る上で必要であること
について理解させる。
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，
自由・権利と責任・義務など，公共
的な空間における基本的原理につい
て理解させる。
・公共的な空間における基本的原理
について，思考実験など概念的な枠
組みを用いて考察する活動を通し
て，個人と社会との関わりにおいて
多面的・多角的に考察し，表現させ
る。

・人間の尊厳と平等
・自由・権利と責任・義務

【知識及び技能】
・各人の意見や利害を公平・公正に調整する
ことなどを通して，人間の尊厳と平等，協働
の利益と社会の安定性の確保を共に図ること
が，公共的な空間を作る上で必要であること
について理解している。
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，自由・権
利と責任・義務など，公共的な空間における
基本的原理について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・公共的な空間における基本的原理につい
て，思考実験など概念的な枠組みを用いて考
察する活動を通して，個人と社会との関わり
において多面的・多角的に考察し，表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

1

第5章　民主国家における基本原理
・各人の意見や利害を公平・公正に
調整することなどを通して，人間の
尊厳と平等，協働の利益と社会の安
定性の確保を共に図ることが，公共
的な空間を作る上で必要であること
について理解させる。
・個人の尊重，民主主義，法の支配
など，公共的な空間における基本的
原理について理解させる。
・公共的な空間における基本的原理
について，思考実験など概念的な枠
組みを用いて考察する活動を通し
て，個人と社会との関わりにおいて
多面的・多角的に考察し，表現させ
る。



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民科 公共 2

先哲の考え方や政治・経済のしくみを理解する。

よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』実教出版社

公民科

現代の諸課題について資料をもとに考え、自らの考えを論拠を明確にして表現する。
よりよい社会の実現のために、他者の意見を尊重しつつ「答えのない問い」を主体的に解決する態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾 公民科 公共

（　1組：木暮　）

6

第2部　よりよい社会の形成に参加
する私たち
1　現代の民主政治と日本国憲法
第1章　日本国憲法の基本的性格
・法や規範の意義及び役割などに関
わる現実社会の事柄や課題を基に，
憲法の下，適正な手続きに則り，法
や規範に基づいて各人の意見や利害
を公平・公正に調整し，個人や社会
の紛争を調停，解決することなどを
通して，権利や自由が保障，実現さ
れ，社会の秩序が形成，維持されて
いくことについて理解させる。
・我が国の安全保障と防衛などに関
わる現実社会の事柄や課題を基に，
日本国憲法の平和主義について理解
を深めることができるようにすると
ともに，我が国の防衛に関する基本
的な事柄にも触れながら，変化する
国際情勢の中で，我が国の安全が世
界の平和の維持といかに不可分に関
連しているかについて理解させる。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付けさせる。
・自立した主体として解決が求めら
れる具体的な主題を設定し，合意形
成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現させる。

・日本国憲法の成立
・日本国憲法の基本的性格
・自由に生きる権利
・平等に生きる権利
・社会権と参政権・請求権
・新しい人権
・人権の広がりと公共の福祉
・平和主義とわが国の安全
・こんにちの防衛問題

【知識及び技能】
・法や規範の意義及び役割などに関わる現実
社会の事柄や課題を基に，憲法の下，適正な
手続きに則り，法や規範に基づいて各人の意
見や利害を公平・公正に調整し，個人や社会
の紛争を調停，解決することなどを通して，
権利や自由が保障，実現され，社会の秩序が
形成，維持されていくことについて理解して
いる。
・我が国の安全保障と防衛などに関わる現実
社会の事柄や課題を基に，日本国憲法の平和
主義について理解を深めることができるよう
にするとともに，我が国の防衛に関する基本
的な事柄にも触れながら，変化する国際情勢
の中で，我が国の安全が世界の平和の維持と
いかに不可分に関連しているかについて理解
している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体
的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視
野に入れながら，その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民科 公共 2

先哲の考え方や政治・経済のしくみを理解する。

よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』実教出版社

公民科

現代の諸課題について資料をもとに考え、自らの考えを論拠を明確にして表現する。
よりよい社会の実現のために、他者の意見を尊重しつつ「答えのない問い」を主体的に解決する態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾 公民科 公共

（　1組：木暮　）

第2章　日本の政治機構と政治参加
・司法参加の意義などに関わる現実
社会の事柄や課題を基に，憲法の
下，適正な手続きに則り，法や規範
に基づいて各人の意見や利害を公
平・公正に調整し，個人や社会の紛
争を調停，解決することなどを通し
て，権利や自由が保障，実現され，
社会の秩序が形成，維持されていく
ことについて理解させる。
・政治参加と公正な世論の形成，地
方自治などに関わる現実社会の事柄
や課題を基に，よりよい社会は，憲
法の下，個人が議論に参加し，意見
や利害の対立状況を調整して合意を
形成することなどを通して築かれる
ものであることについて理解させ
る。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付けさせる。
・自立した主体として解決が求めら
れる具体的な主題を設定し，合意形
成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現させる。

・政治機構と国会
・行政権と行政機能の拡大
・公正な裁判の保障
・地方自治と住民福祉
・政党政治
・選挙制度
・世論と政治参加

【知識及び技能】
・司法参加の意義などに関わる現実社会の事
柄や課題を基に，憲法の下，適正な手続きに
則り，法や規範に基づいて各人の意見や利害
を公平・公正に調整し，個人や社会の紛争を
調停，解決することなどを通して，権利や自
由が保障，実現され，社会の秩序が形成，維
持されていくことについて理解している。
・政治参加と公正な世論の形成，地方自治な
どに関わる現実社会の事柄や課題を基に，よ
りよい社会は，憲法の下，個人が議論に参加
し，意見や利害の対立状況を調整して合意を
形成することなどを通して築かれるものであ
ることについて理解している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体
的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視
野に入れながら，その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○ ○ 7

定期考査 ・これまでの学習内容を理解している。
○ ○ 1

2
学
期



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民科 公共 2

先哲の考え方や政治・経済のしくみを理解する。

よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』実教出版社

公民科

現代の諸課題について資料をもとに考え、自らの考えを論拠を明確にして表現する。
よりよい社会の実現のために、他者の意見を尊重しつつ「答えのない問い」を主体的に解決する態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾 公民科 公共

（　1組：木暮　）

1

2　現代の経済社会と国民生活
第1章　現代の経済社会
・雇用と労働問題，財政及び租税の
役割，少子高齢社会における社会保
障の充実・安定化，市場経済の機能
と限界，金融の働きなどに関わる現
実社会の事柄や課題を基に，公正か
つ自由な経済活動を行うことを通し
て資源の効率的な配分が図られるこ
と，市場経済システムを機能させた
り国民福祉の向上に寄与したりする
役割を政府などが担っていること及
びより活発な経済活動と個人の尊重
を共に成り立たせることが必要であ
ることについて理解させる。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付けさせる。
・自立した主体として解決が求めら
れる具体的な主題を設定し，合意形
成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現させる。

・経済主体と経済活動の意義
・経済社会の変容
・市場のしくみ
・市場の失敗
・現代の企業
・国民所得
・経済成長と国民の福祉
・金融の役割
・日本銀行の役割
・財政の役割と租税
・日本の財政の課題

【知識及び技能】
・雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少
子高齢社会における社会保障の充実・安定
化，市場経済の機能と限界，金融の働きなど
に関わる現実社会の事柄や課題を基に，公正
かつ自由な経済活動を行うことを通して資源
の効率的な配分が図られること，市場経済シ
ステムを機能させたり国民福祉の向上に寄与
したりする役割を政府などが担っていること
及びより活発な経済活動と個人の尊重を共に
成り立たせることが必要であることについて
理解している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体
的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視
野に入れながら，その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○ ○ 7

第2章　日本経済の特質と国民生活
・多様な契約及び消費者の権利と責
任，職業選択，雇用と労働問題，少
子高齢社会における社会保障の充
実・安定化などに関わる現実社会の
事柄や課題を基に，公正かつ自由な
経済活動を行うことを通して資源の
効率的な配分が図られること，市場
経済システムを機能させたり国民福
祉の向上に寄与したりする役割を政
府などが担っていること及びより活
発な経済活動と個人の尊重を共に成
り立たせることが必要であることに
ついて理解させる。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付けさせる。
・自立した主体として解決が求めら
れる具体的な主題を設定し，合意形
成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現させる。

・戦後日本経済の成長と課題
・転機に立つ日本経済
・経済社会の変化と中小企業
・農業と食糧問題
・消費者問題
・公害の防止と環境保全
・労働問題と労働者の権利
・こんにちの労働問題
・社会保障の役割
・社会保障制度の課題

【知識及び技能】
・多様な契約及び消費者の権利と責任，職業
選択，雇用と労働問題，少子高齢社会におけ
る社会保障の充実・安定化などに関わる現実
社会の事柄や課題を基に，公正かつ自由な経
済活動を行うことを通して資源の効率的な配
分が図られること，市場経済システムを機能
させたり国民福祉の向上に寄与したりする役
割を政府などが担っていること及びより活発
な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせる
ことが必要であることについて理解してい
る。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体
的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視
野に入れながら，その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○ ○ 7

定期考査 ・これまでの学習内容を理解している。
○ ○



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民科 公共 2

先哲の考え方や政治・経済のしくみを理解する。

よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』実教出版社

公民科

現代の諸課題について資料をもとに考え、自らの考えを論拠を明確にして表現する。
よりよい社会の実現のために、他者の意見を尊重しつつ「答えのない問い」を主体的に解決する態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾 公民科 公共

（　1組：木暮　）

3　国際社会と人類の課題
第1章　国際政治の動向と課題
・国家主権，領土（領海，領空を含
む。），我が国の安全保障と防衛，
国際貢献を含む国際社会における我
が国の役割などに関わる現実社会の
事柄や課題を基に，相互に対等なも
のとして尊重される主権国家の行動
を規律し国際間の秩序をつくり出す
国際法の意義と役割や領土が領空や
領海を含むものであり，国民の基本
的な生活を保障し資源を確保する領
域であること，国際貢献を含む国際
社会における我が国の役割について
理解させる。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付けさせる。
・自立した主体として解決が求めら
れる具体的な主題を設定し，合意形
成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現させる。

・国際社会と国際法
・国際連合と国際協力
・こんにちの国際政治
・人種・民族問題
・軍拡競争から軍縮へ
・国際平和と日本の役割

【知識及び技能】
・国家主権，領土（領海，領空を含む。），
我が国の安全保障と防衛，国際貢献を含む国
際社会における我が国の役割などに関わる現
実社会の事柄や課題を基に，相互に対等なも
のとして尊重される主権国家の行動を規律し
国際間の秩序をつくり出す国際法の意義と役
割や領土が領空や領海を含むものであり，国
民の基本的な生活を保障し資源を確保する領
域であること，国際貢献を含む国際社会にお
ける我が国の役割について理解している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体
的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視
野に入れながら，その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○

第2章　国際経済の動向と課題
・経済のグローバル化と相互依存関
係の深まり（国際社会における貧困
や格差の問題を含む。）などに関わ
る現実社会の事柄や課題を基に，世
界経済がより緊密に結び付き，経済
活動が世界的な規模で自由に行われ
ていること，一国の経済政策や経済
活動が他国にも影響を与えるなど，
国際社会において相互依存関係が一
層深まっていること，国際社会にお
ける貧困や格差が解消されていない
状況やこれらの解決が地球的な課題
であることについて理解させる。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付けさせる。
・自立した主体として解決が求めら
れる具体的な主題を設定し，合意形
成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現させる。

・貿易と国際収支
・外国為替市場のしくみ
・第二次世界大戦後の国際経済
・地域的経済統合の進展
・国際経済のつながりと課題
・発展途上国の諸課題と日本の役
割

【知識及び技能】
・経済のグローバル化と相互依存関係の深ま
り（国際社会における貧困や格差の問題を含
む。）などに関わる現実社会の事柄や課題を
基に，世界経済がより緊密に結び付き，経済
活動が世界的な規模で自由に行われているこ
と，一国の経済政策や経済活動が他国にも影
響を与えるなど，国際社会において相互依存
関係が一層深まっていること，国際社会にお
ける貧困や格差が解消されていない状況やこ
れらの解決が地球的な課題であることについ
て理解している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体
的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視
野に入れながら，その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察したり構想したりした
ことを，論拠をもって表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○ ○ 6

○ 6

3
学
期



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民科 公共 2

先哲の考え方や政治・経済のしくみを理解する。

よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』実教出版社

公民科

現代の諸課題について資料をもとに考え、自らの考えを論拠を明確にして表現する。
よりよい社会の実現のために、他者の意見を尊重しつつ「答えのない問い」を主体的に解決する態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾 公民科 公共

（　1組：木暮　）

1

合計

78

9

第3部　持続可能な社会づくりの主
体となる私たち
・地域の創造，よりよい国家・社会
の構築及び平和で安定した国際社会
の形成へ主体的に参画し，共に生き
る社会を築くという観点から課題を
見いだし，その課題の解決に向けて
事実を基に協働して考察，構想し，
妥当性や効果，実現可能性などを指
標にして，論拠を基に自分の考えを
説明，論述させる。
・この科目のまとめとして位置付
け，社会的な見方・考え方を総合的
に働かせ，第1部で身に付けた選
択・判断の手掛かりとなる考え方や
公共的な空間における基本的原理な
どを活用するとともに，第1部及び
第2部で扱った課題などへの関心を
一層高める。
・個人を起点として，自立，協働の
観点から，多様性を尊重し，合意形
成や社会参画を視野に入れながら探
究する。

・情報の収集
・レポートの書き方
・ディベートをしてみよう

【思考力、判断力、表現力等】
・地域の創造，よりよい国家・社会の構築及
び平和で安定した国際社会の形成へ主体的に
参画し，共に生きる社会を築くという観点か
ら課題を見いだし，その課題の解決に向けて
事実を基に協働して考察，構想し，妥当性や
効果，実現可能性などを指標にして，論拠を
基に自分の考えを説明，論述できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・個人を起点として，自立，協働の観点か
ら，多様性を尊重し，合意形成や社会参画を
視野に入れながら探究しようとしている。

○ ○

定期考査 ・これまでの学習内容を理解している。

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

　物事を数学的に捉え、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

数学のよさを認識し、積極的に数学を活用しよ
うとしたり、問題解決の過程から考察を深めた
りすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ

（１組：　横山　）

数学 数学Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式、データの分析についての基本的な概念や
原理・原則を理解したうえで、物事を数学的に捉
え、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

数や式を多面的に見て必要に応じて変形するこ
とや、社会の事象などから設定した問題に対し
て様々な手法を用いながら分析することなど、
解決の過程や結果を考察し、判断する力を養
う。

新数学Ⅰ／新数学Ⅰ 解答編 （東京書籍）

数学

　数学を活用し、物事を論理的かつ他の事象と関連付けながら統合的・発展的に考察する力を身に付ける。

　数学のよさを認識し、積極的に数学を活用しようとしたり、問題解決の過程から考察を深めたりすることができる。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 14

配当
時数

１
学
期

A 数と式―文字と式

【知識及び技能】
　文字計算の原理・原則を理解し、簡
単な計算ができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
　問題を解決する際に、すでに学習し
た計算方法と関連付けて、式を多面的
に捉えたり、目的に応じて適切に変形
したりできるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数と式の考えを用いて考察す
るよさを認識し、積極的に数学を活用
しようとしたり、問題解決の過程から
考察を深めたりすることができる。

・文字を使った式
・多項式と単項式
・多項式の計算

＜教材＞
・授業プリント

【知識・技能】
　文字計算の原理・原則を理解し、簡単な文字
計算ができる。

【思考・判断・表現】
　問題の解決に向けて、すでに学習した計算方
法と関連付けて、式を多面的に捉えたり、目的
に応じて適切に変形したりできる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　事象を数と式の考えを用いて考察するよさを
認識し、積極的に数学を活用しようとしたり、
問題解決の過程から考察を深めたりしようとし
ている。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

南葛飾

定期考査
○ ○ 1

○定期考査 ○

B 数と式―文字と式

【知識及び技能】
　二次の乗法公式および因数分解の公
式の理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
　問題を解決する際に、すでに学習し
た計算方法と関連付けて、式を多面的
に捉えたり、目的に応じて適切に変形
したりできるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数と式の考えを用いて考察す
るよさを認識し、積極的に数学を活用
しようとしたり、問題解決の過程から
考察を深めたりすることができる。

・多項式の計算
・乗法公式
・因数分解

＜教材＞
・授業プリント

【知識・技能】
　二次の乗法公式および因数分解の公式の理解
を深め、実際に計算することができる。

【思考・判断・表現】
　問題の解決に向けて、すでに学習した計算方
法と関連付けて、式を多面的に捉えたり、目的
に応じて適切に変形したりできる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　事象を数と式の考えを用いて考察するよさを
認識し、積極的に数学を活用しようとしたり、
問題解決の過程から考察を深めたりしようとし
ている。

○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

　物事を数学的に捉え、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

数学のよさを認識し、積極的に数学を活用しよ
うとしたり、問題解決の過程から考察を深めた
りすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ

（１組：　横山　）

数学 数学Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式、データの分析についての基本的な概念や
原理・原則を理解したうえで、物事を数学的に捉
え、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

数や式を多面的に見て必要に応じて変形するこ
とや、社会の事象などから設定した問題に対し
て様々な手法を用いながら分析することなど、
解決の過程や結果を考察し、判断する力を養
う。

新数学Ⅰ／新数学Ⅰ 解答編 （東京書籍）

数学

　数学を活用し、物事を論理的かつ他の事象と関連付けながら統合的・発展的に考察する力を身に付ける。

　数学のよさを認識し、積極的に数学を活用しようとしたり、問題解決の過程から考察を深めたりすることができる。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾

○ ○ 15

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

C 数と式―実数

【知識及び技能】
　数を実数まで拡張する意義を理解
し、簡単な無理数の四則計算ができる
ようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
　問題を解決する際に、すでに学習し
た計算方法と関連付けて、式を多面的
に捉えたり、目的に応じて適切に変形
したりできるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数と式の考えを用いて考察す
るよさを認識し、積極的に数学を活用
しようとしたり、問題解決の過程から
考察を深めたりすることができる。

・平方根
・根号を含む式の計算
・数の分類
・分数と小数

＜教材＞
・授業プリント

【知識・技能】
　数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単な
無理数の四則計算ができる。

【思考・判断・表現】
　問題の解決に向けて、すでに学習した計算方
法と関連付けて、式を多面的に捉えたり、目的
に応じて適切に変形したりできる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　事象を数と式の考えを用いて考察するよさを
認識し、積極的に数学を活用しようとしたり、
問題解決の過程から考察を深めたりしようとし
ている。

○ ○ ○ 15

定期考査
○ ○ 1

D 数と式―方程式と不等式

【知識及び技能】
　不等式の解の意味や不等式の性質に
ついて理解するとともに、一次不等式
の解を求めることができるようにな
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・不等式の性質もとに一次不等式を解
く方法を考察する。
・日常の事象や社会の事象などを数学
的にとらえ、一次不等式を問題解決に
活用する。

【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数と式の考えを用いて考察す
るよさを認識し、積極的に数学を活用
しようとしたり、問題解決の過程から
考察を深めたりすることができる。

・１次方程式
・不等式
・不等式の性質
・不等式の解
・不等式の解き方

＜教材＞
・授業プリント

【知識・技能】
　不等式の解の意味や不等式の性質について理
解するとともに、一次不等式の解を求めること
ができる。

【思考・判断・表現】
・不等式の性質もとに一次不等式を解く方法を
考察することができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的にとら
え、一次不等式を問題解決に活用することがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　事象を数と式の考えを用いて考察するよさを
認識し、積極的に数学を活用しようとしたり、
問題解決の過程から考察を深めたりしようとし
ている。

○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

　物事を数学的に捉え、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

数学のよさを認識し、積極的に数学を活用しよ
うとしたり、問題解決の過程から考察を深めた
りすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ

（１組：　横山　）

数学 数学Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式、データの分析についての基本的な概念や
原理・原則を理解したうえで、物事を数学的に捉
え、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

数や式を多面的に見て必要に応じて変形するこ
とや、社会の事象などから設定した問題に対し
て様々な手法を用いながら分析することなど、
解決の過程や結果を考察し、判断する力を養
う。

新数学Ⅰ／新数学Ⅰ 解答編 （東京書籍）

数学

　数学を活用し、物事を論理的かつ他の事象と関連付けながら統合的・発展的に考察する力を身に付ける。

　数学のよさを認識し、積極的に数学を活用しようとしたり、問題解決の過程から考察を深めたりすることができる。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

南葛飾

３
学
期

E データの分析

【知識及び技能】
・用語の意味やその使い方について理
解する。
・コンピューターを活用してデータを
表やグラフに整理し、基本的な統計量
を求めることができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じて複数の種類のデータを
収集し、適切な統計量やグラフ、手法
を選択して分析を行い、その特徴を表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　事象をデータの分析の考えを用いて
考察するよさを認識し、積極的に数学
を活用しようとしたり、問題解決の過
程から考察を深めたりすることができ
る。

・データの特徴の調べ方
・代表値
・四分位数と箱ひげ図
・分散と標準偏差
・相関関係

＜教材＞
・授業プリント
・一人一台端末の活用

【知識・技能】
・用語の意味について理解し、実際に使いこな
すことができる。
・コンピューターを活用してデータを表やグラ
フに整理し、基本的な統計量を求めることがで
きる。

【思考・判断・表現】
　目的に応じて複数の種類のデータを収集し、
適切な統計量やグラフ、手法を選択して分析を
行い、その特徴を表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　事象をデータの分析の考えを用いて考察する
よさを認識し、積極的に数学を活用しようとし
たり、問題解決の過程から考察を深めたりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 15

定期考査 ○ ○ 1

合計

78



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（　科学と人間生活　　実教出版 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

指導項目・内容

１章　科学と技術の発展
1.科学と技術の始まり
2.海
―とくに深海を科学の眼で見よう―
3.土
―農業を通して考える―

5章　宇宙や地球の科学
2節　身近な自然景観と自然災害
1．身近な景観のなりたち
2．地球内部のエネルギー
3．自然の恵みと自然災害
特集　地場産業と地学
特集　防災

○ 14

思 態
配当
時数

○ 13

1

○ ○ 1
定期考査

１
学
期

科学と技術の発展
【知識及び技能】
・海洋の研究・調査の話題を通し
て，科学の各分野がかかわっている
こと，科学の研究が私たちの生活に
いかされていることの理解。
・農業には，さまざまな自然現象が
関連しており，科学技術を利用する
ことで農業が発展してきたことを理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代の科学技術文明が科学によっ
て支えられ，発展してきたこと，科
学技術と科学を切り離して考えるこ
とができないことを理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地球環境に影響を及ぼすことがある
ことを理解させ，科学には課題があ
り，研究が進められていることに気
づかせる。

【知識・技能】
海洋、農業を例にして、現代科学技術の発展の
歴史を理解している。
【思考・判断・表現】
科学技術の活用がどのようになされてきたかを
知り、目指すべき方向を意識できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
科学万能におちいることなく、現代科学は地球
環境との調和を目指していることを理解してい
る。

単元の具体的な指導目標 評価規準 知

○ ○

定期考査 ○ ○

5章　宇宙や地球の科学
【知識及び技能】
身近な地域の自然景観をつくりだし
た諸作用についての理解。
身近な地域に潜在する自然災害のリ
スクの理解。
【思考力、判断力、表現力等】
身近な自然景観を適切に観察し，結
果や考察を的確に表現できる。
地震や火山のハザードマップなどを
調査し，災害リスクを的確に表現で
きる。
自然災害の起きる原因や条件を理解
し，それを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な自然景観や自然災害に関心を
持ち，意欲的に調べようとする。
自然景観の成因や自然災害の起きる
状況を理解し，科学的な見方・考え
方を身につけようとする。

【知識・技能】
自然景観の形成に対する理解ができ、人間の地
球環境に関する理解の現状をわかる。
【思考・判断・表現】
環境問題を的確に意識し、人類の進むべき方向
を持っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自然景観の成因や自然災害の起きる状況を理解
し，科学的な見方・考え方から進むべき方向性
を持つ。

○ ○

科学と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術と
人間生活とのかかわりについて理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察・
実験などに関する技能を身に付けている。

人間生活と関連のある自然の事物や現象の中に問題
を見出し，見通しをもって実験・観察・調査などを
行うとともに，ものごとを実証的・論理的に考察し
たり分析したりすることにより，総合的に判断し，
それを表現することができる。

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に
探究しようとする態度が養われている。
自然の原理・法則や科学技術の発展と人間生活
とのかかわりについて社会が発展するための基
盤となる科学に対する興味・関心を高めてい

科学と人間生活　実教出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然と科学技術と人間生活とのかかわりについて理解する。

人間生活と関連のある自然の事物や現象の中に問題を見出し、総合的に判断し、解決に向けて思考する。

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を育む。

（1組：磯田　　）

南葛飾 理科 科学と人間生活

理科 科学と人間生活 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（　科学と人間生活　　実教出版 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

指導項目・内容 思 態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 評価規準 知

科学と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術と
人間生活とのかかわりについて理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察・
実験などに関する技能を身に付けている。

人間生活と関連のある自然の事物や現象の中に問題
を見出し，見通しをもって実験・観察・調査などを
行うとともに，ものごとを実証的・論理的に考察し
たり分析したりすることにより，総合的に判断し，
それを表現することができる。

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に
探究しようとする態度が養われている。
自然の原理・法則や科学技術の発展と人間生活
とのかかわりについて社会が発展するための基
盤となる科学に対する興味・関心を高めてい

科学と人間生活　実教出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然と科学技術と人間生活とのかかわりについて理解する。

人間生活と関連のある自然の事物や現象の中に問題を見出し、総合的に判断し、解決に向けて思考する。

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を育む。

（1組：磯田　　）

南葛飾 理科 科学と人間生活

理科 科学と人間生活 2

定期考査
○ ○ 1

4章　光や熱の科学
２節　光の性質とその利用
1．光
２．電磁波の利用
特集　電磁波と宇宙・地球の観測

２章　物質の科学
1節　材料とその再利用
1.生活の中のさまざまな物質
2．金属
3．プラスチック
4．セラミック
特集　リサイクル

14

【知識・技能】
光・電磁波のありかたを理解して、視覚という
ものを説明できる。
【思考・判断・表現】
電磁波の現代社会における利用、その利便性と
危険性を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
人類がその科学技術をもって生み出してきたも
のを探求する姿勢。

○ ○ ○

２
学
期

○ ○

【知識・技能】
身の回りの物質の成り立ちを知り、理解して活
用できる。
【思考・判断・表現】
現代社会において利用され、生み出されてきた
物の利便性と危険性を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
人類がその科学技術をもって生み出してきたも
のを探求する姿勢。

○ ○ ○

定期考査

２章　物質の科学
【知識及び技能】
身の回りの天然の物質や人工の物質
がどのような成り立ちでできている
か確認させる。
原子の構造，化学結合について理解
させ，それらが物質の性質と関係し
ていることに気付かせる。鉄・アル
ミニウム・銅などがどのようにして
つくられているか製錬法に触れて理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
金属がどのような場面で使用されて
いるか，使用例を考えて学習させ
る。
金属の利用や腐食の防止について，
金属の性質に関連して考えさせる。
プラスチックの性質・特徴について
学習させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・プラスチックに含まれる成分の違
いや，構造の違い，安全性について
も学び、我々の生活に役立てている
ことを学習させる。
・セラミックスは，古代から利用さ
れている土器から現代の最先端の技
術までを結びつけられることを理解
させる。
・金属やプラスチック，セラミック
スの製造には多量の原料，エネル
ギーが必要であることを理解させ
る。

4章　光や熱の科学
【知識及び技能】乱反射によって身
の回りを見ることができることを理
解させる。
光の直進性について，光の反射の法
則・屈折の法則を理解させる。屈折
現象から光の進む物質が異なること
を意識させる。
可視光は電磁波の一種であり，ま
た，電磁波は波長の違いによって
様々に利用されていることを学習さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
凸レンズを通る物体からの光の関係
を学習させ，おのおののレンズでで
きる像について考える力を育む。
白色光の分散の例を通じ、スペクト
ルは，光の波長によることを考えさ
せる。
波の特性としての回折と干渉につい
て，実験を通して考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
光を使っていろいろな物を見ること
ができることと，光は電磁波の一種
であることから，電磁波を使って
様々なものを見ることができること
を理解させる。
光に関わる技術の進歩により，幅広
く利用されていることを学習させ
る。

1

15



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（　科学と人間生活　　実教出版 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

指導項目・内容 思 態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 評価規準 知

科学と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術と
人間生活とのかかわりについて理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察・
実験などに関する技能を身に付けている。

人間生活と関連のある自然の事物や現象の中に問題
を見出し，見通しをもって実験・観察・調査などを
行うとともに，ものごとを実証的・論理的に考察し
たり分析したりすることにより，総合的に判断し，
それを表現することができる。

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に
探究しようとする態度が養われている。
自然の原理・法則や科学技術の発展と人間生活
とのかかわりについて社会が発展するための基
盤となる科学に対する興味・関心を高めてい

科学と人間生活　実教出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然と科学技術と人間生活とのかかわりについて理解する。

人間生活と関連のある自然の事物や現象の中に問題を見出し、総合的に判断し、解決に向けて思考する。

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を育む。

（1組：磯田　　）

南葛飾 理科 科学と人間生活

理科 科学と人間生活 2

17

1

合計

78

3章　生命の科学
2節　微生物とその利用
1．いろいろな微生物
特集　いろいろな微生物のなかま
2．微生物の利用
3．生態系での微生物

３
学
期

3章　生命の科学
【知識及び技能】
・微生物発見の歴史について学習さ
せるとともに，地球上のあらゆる場
所に微生物がいることを学習させ
る。パスツールがどのようにして生
物が自然発生しないことを証明した
かについて，実験の追体験を通して
気づかせる。
・発酵食品中の微生物の観察を通
し，発酵が私たちの生活に深く関
わっていることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
腐敗も微生物の働きによっているこ
とを理解させ，腐敗を防ぐための食
品の保存方法についても考えさせ
る。
空気中の微生物の培養や水中の微生
物の観察を通し，身近にいろいろな
微生物がいることに気づかせる。
【学びに向かう力、人間性等】
下水処理の仕組みを学習させ，下水
処理には微生物の働きが関わってい
ることを理解させ、現代社会のライ
フラインにかかわってることを気づ
かせる。
微生物は，医薬品を作ることに役
立っていることを，ペニシリン発見
にも触れながら理解させる。
生態系での物質循環に微生物がどの
ように関わっているかを学習させ
る。

【知識・技能】
自分という”ヒト”を通じて、生物の生命活動
を理解している。
【思考・判断・表現】
生命に対する技術の発展が利用され、生み出さ
れてきた物の利便性と危険性を考えることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生命尊重と生命工学の発展による生命軽視の平
衡を意識する。

○ ○ ○

定期考査

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科　外国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 ２学年２単位と合わせて４単位履修する。

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者： （１組：関　岳彦）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話[や] ：やりとり 話（発）：発表

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

南葛飾

知

【学びに向かう力、人間性等】

ののちゃんの英文法
【知識及び技能】
　中学校までに学習した文法（主
語、be動詞、一般動詞、目的語、形
容詞、副詞、前置詞、冠詞など）に
ついて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　上記の内容について理解して、言
語活動につなげる。

【学びに向かう力、人間性等】
　中学までに学習した文法項目を用
いて、自分のことを話して伝え合
う。

・指導事項
　主語
　be動詞
　一般動詞
　目的語
　形容詞
　副詞
　前置詞
　冠詞　など 〇 〇

外国の文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、英語を用
いて主体的、自律的にコミュニケーションを図
ろうとする態度を養う。

思評価規準

配
当
時
数

態

○

○

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】 英語の音声や語彙、表現、文法などの理解を深め、実際のコミュニケーションにおいて適切に活用できる技能を身につける。

外国語 英語コミュニケーションⅠ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

Get Ready
【知識及び技能】
　アルファベット、単語の書き方、
辞書の引き方、教室英語について理
解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　上記の内容について理解して言語
活動へつなげる。

【学びに向かう力、人間性等】
基本的な単語の発声、教室英語の対
話をする。

・指導事項
Get Ready１
アルファベットを書いてみよう。
Get Ready 2
単語をさがしてみよう、書いてみ
よう。
Get Ready 3
辞書で調べてみよう
Get Ready 4
教室英語を言ってみよう、使って
みよう。

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなど
の基礎的な理解を深め。これらの知識を実際のコ
ミュニケーションにおいて、目的や場面、状況な
どに応じて適切に活用できる技能を身につけるよ
うにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応
じて、様々な話題について、英語で情報や考えなどの
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確
に理解したり、適切に表現したり伝えあったりするこ
とができる力を養う。

VISTA English Communication I

外国語（英語）

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、英語を用いて適切に表現したり伝えあったりする力を養う。

外国の文化に対する理解を深め、英語を用いて主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

〇

Lesson 1
【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞の現在形に関す
る事項を理解する。
　春についての対話について、be動
詞・一般動詞に注意しながら、内容
を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　本文の対話を読み取り、概要や要
点を把握する。

【学びに向かう力、人間性等】
　春・色について、基本的な語句や
文を用いて、与えられたフォーマッ
トを参考に、自分の考えを話して伝
え合う。

・指導事項
be動詞
一般動詞
　主語が３人称単数の場合も含む
be動詞、一般動詞の肯定文、疑問
文、否定文。

・教材
教科書本文の内容理解、文法項目
の定着を図るために授業プリント
を用いる。

・一人１台端末の活用　等

定期考査

〇

定期考査

〇

○

○

○

○

【知識・技能】
中学までに学習したアルファベット、単語
の書き方、辞書の引き方、教室での英語の
使用について理解している。

【思考・判断・表現】
英語を正確に聞いて、どの絵を指している
か聞き取っている。読み手にわかりやすい
適切な表現（文字・つづり）を用いて、正
しく書いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
相手に理解してもらえるような適切な発音
で、基本的な単語の発声、教室英語の対話
をしようとしている。

【知識・技能】
　中学校までに学習した文法（主語、be動
詞、一般動詞、目的語、形容詞、副詞、前
置詞、冠詞など）について理解すしてい
る。
　
【思考・判断・表現】
　上記の内容について理解して、自分のこ
とを話したり伝えたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　中学までに学習した文法を用いて、自分
のことを話し、伝えようとしている。

【知識・技能】
　be動詞、一般動詞の現在形の肯定文、疑
問文、疑問文について理解している。
　一般動詞の現在形、主語が３人称単数の
場合の語法について理解している。

【思考・判断・表現】
　教科書本文の対話を読み取り、概要や要
点を把握している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　春・色について、基本的な語句や文を用
いて、主体的に考えを話して伝えたり、相
手からの質問に答えたりしようとしてい
る。

○ ○

○ ○

○ ○

○

7

9

1

1○
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年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科　外国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 ２学年２単位と合わせて４単位履修する。

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者： （１組：関　岳彦）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話[や] ：やりとり 話（発）：発表

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

南葛飾

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国の文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、英語を用
いて主体的、自律的にコミュニケーションを図
ろうとする態度を養う。

思評価規準

配
当
時
数

態

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】 英語の音声や語彙、表現、文法などの理解を深め、実際のコミュニケーションにおいて適切に活用できる技能を身につける。

外国語 英語コミュニケーションⅠ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなど
の基礎的な理解を深め。これらの知識を実際のコ
ミュニケーションにおいて、目的や場面、状況な
どに応じて適切に活用できる技能を身につけるよ
うにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応
じて、様々な話題について、英語で情報や考えなどの
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確
に理解したり、適切に表現したり伝えあったりするこ
とができる力を養う。

VISTA English Communication I

外国語（英語）

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、英語を用いて適切に表現したり伝えあったりする力を養う。

外国の文化に対する理解を深め、英語を用いて主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

２
学
期 Lesson 3

【知識及び技能】
　現在進行形、過去進行形に関する
事項を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　おもしろいスポーツについて、本
文の内容を理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
　スポーツについて、また過去の行
動について、基本的な語句や文を用
いて、与えられたフォーマットを参
考に自分の考えを話して、伝え合
う。

1

〇 14

○ ○

〇 14

1

〇

○定期考査 ○

Lesson 2
【知識及び技能】
　be動詞、一般動詞の過去形に関す
る事項を理解する。
　ディック・ブルーナさんについて
の本文の内容を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　本文の対話を読み取り、概要や要
点を把握する。

【学びに向かう力、人間性等】
　キャラクター・本について、基本
的な語句や文を用いて、与えられた
フォーマットを参考に、自分の考え
を話して、伝え合う。

・指導事項
be動詞、一般動詞の過去形
それぞれの肯定文、疑問文、否定
文。

・教材
教科書本文の内容理解、文法項目
の定着を図るために授業プリント
を用いる。

・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇 〇 〇

【知識・技能】
　be動詞、一般動詞の過去形、それぞれの
肯定文、疑問文、否定文について理解して
いる。

【思考・判断・表現】
　教科書本文の対話を読み取り、概要や要
点を理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　キャラクター・本について、基本的な語
句や文を用いて、主体的に考えを話して伝
えたり、相手からの質問に答えようとして
いる。

定期考査

・指導事項
現在進行形、過去進行形

・教材
教科書本文の内容理解、文法項目
の定着を図るために授業プリント
を用いる。

・一人１台端末の活用　等 〇 〇 〇

【知識・技能】
　現在進行形、過去進行形に関する事項に
ついて理解している。

【思考・判断・表現】
　教科書本文の対話を読み取り、概要や要
点を理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　スポーツについて、また過去の行動につ
いて、基本的な語句や文を用いて、主体的
に考えを話してい伝えたり、相手からの質
問に答えようとしている。

〇



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科　外国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 ２学年２単位と合わせて４単位履修する。

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者： （１組：関　岳彦）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話[や] ：やりとり 話（発）：発表

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

南葛飾

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国の文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、英語を用
いて主体的、自律的にコミュニケーションを図
ろうとする態度を養う。

思評価規準

配
当
時
数

態

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】 英語の音声や語彙、表現、文法などの理解を深め、実際のコミュニケーションにおいて適切に活用できる技能を身につける。

外国語 英語コミュニケーションⅠ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなど
の基礎的な理解を深め。これらの知識を実際のコ
ミュニケーションにおいて、目的や場面、状況な
どに応じて適切に活用できる技能を身につけるよ
うにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応
じて、様々な話題について、英語で情報や考えなどの
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確
に理解したり、適切に表現したり伝えあったりするこ
とができる力を養う。

VISTA English Communication I

外国語（英語）

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、英語を用いて適切に表現したり伝えあったりする力を養う。

外国の文化に対する理解を深め、英語を用いて主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

合計

78

３
学
期

定期考査 1

Lesson 4
【知識及び技能】
　助動詞can、will、動名詞に関する
事項を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　オリンピック、ピクトグラムなど
について記された本文の内容を理解
する。

【学びに向かう力、人間性等】
　オリンピック、ピクトグラム、自
分のできることについて、基本的な
語句や文を用いて、与えられた
フォーマットを参考に自分の考えを
話して、伝え合う。

年間をとおして、随時。外国人指導
員とのＴＴ授業
【知識及び技能】
　様々な話題について、英語で会話
する。

【思考力、判断力、表現力等】
　これまでに学んだ知識を駆使し
て、英語でコミュニケーションを図
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　外国人指導員と積極的に英語でコ
ミュニケーションを図る。

・指導事項
助動詞can、will。動名詞-ing形

・教材
教科書本文の内容理解、文法項目
の定着を図るために授業プリント
を用いる。

・一人１台端末の活用　等

・指導事項
以下のような話題を取り上げる。
　自己紹介
　好きなもの、きらいなもの
　道案内
　日常生活について話す
　体育祭
　ハロウィン
　クリスマス
　年末年始の行事
　バレンタインデー
　将来の夢　など

・教材
　自作のプリントを用いる。

〇 〇 〇 〇

【知識・技能】
　助動詞can、will、動名詞に関する事項
について理解している。

【思考・判断・表現】
　教科書本文の対話を読み取り、概要や要
点を理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　オリンピック、ピクトグラム、自分ので
きることについて、基本的な語句や文を用
いて、主体的に考えを話してい伝えたり、
相手からの質問に答えようとしている。

【知識・技能】
　様々な話題について、基本的な表現を用
いて英語で会話することができる。

【思考力、判断力、表現】
　自らが持っている知識を駆使して、英語
でコミュニケーションを図ろうとしてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　外国人指導員と積極的に英語でコミュニ
ケーションを図ろうとしている。

〇 〇 〇

○ ○

14



年間授業計画　様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態
配当
時数

１
学
期

A 体つくり運動
【知識及び技能】
各自の能力に応じて自己の技能をよ
り効果的に発揮させる。
【思考力、判断力、表現力等】
運動能力テストの各種目のルールを
理解し、自己の最高度の能力を発揮
するコツを意識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に体ほぐしの運動や体つくり
運動、運動能力テスト取り組ませ
る。

体ほぐしの運動
体つくりの運動
運動能力テスト（スポーツテスト
計測）

【知識・技能】
各自の能力に応じて自己の技能をより効果的に
発揮している。
【思考・判断・表現】
運動能力テストの各種目のルールを理解し、自
己の最高度の能力を発揮するコツを意識して運
動をしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自主的に体ほぐしの運動や体つくり運動、運動
能力テストに取り組んでいる。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

12

B 球技
【知識及び技能】
バドミントンの安定したラケット操
作やペアと連携した動きによって空
いた場所をめぐる攻防ができるよう
にさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
ペアや自己のバドミントン上達の課
題を見つけ、課題解決の練習を工夫
させ、自己や仲間の考えを伝えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
危険予知、危険予測をさせ、安全を
確保して、バドミントンに主体的に
取り組ませる。

バドミントン 【知識及び技能】
バドミントンの安定したラケット操作やペアと
連携した動きによって空いた場所をめぐる攻防
ができている。
【思考力、判断力、表現力等】
ペアや自己のバドミントン上達の課題を見つけ
させ、課題解決の練習を工夫して、自己や仲間
の考えを伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
危険予知、危険予測をしながら、安全を確保し
て、バドミントンに主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○

C 球技
【知識及び技能】
アルティメットの楽しさを味わい、
パスやスペースに走りこむ力や防御
の基本的な技能を身に付け、仲間と
ゲームを展開させる。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己のアルティメット上達
の課題を見つけ、課題解決の練習を
工夫させ、自己や仲間の考えを伝え
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
危険予知、危険予測をさせ、安全を
確保して、アルティメットに主体的
に取り組ませる。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動技
能を高め、各自の能力に応じて、運動の楽しさ
や喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊
かに継続できるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、
思考、判断しながら授業に取り組み、自分の考
えや技能を表現できるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公
正、協力、責任、参画、協調等の態度を育て、
健康・安全に留意して、生涯を通じて継続的に
運動ができるように意欲的に授業に取り組むこ
とができるようにする。

新高等保健体育（大修館）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 運動の特性に応じた技能等及び社会生活の健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

自他や社会の課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

（１組：長野泰明）

南葛飾 保健体育 体育
保健体育 体育 2

アルティメット 【知識・技能】
アルティメットの楽しさを味わい、パスやス
ペースに走りこむ力や防御の基本的な技能を身
に付け、仲間とゲームを展開している。
【思考・判断・表現】
チームや自己のアルティメット上達の課題を見
つけ、課題解決の練習を工夫して、自己や仲間
の考えを伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
危険予知、危険予測をしながら、安全を確保し
て、アルティメットに主体的に取り組んでい
る。

○ ○ ○ 10

H 体育理論
【知識】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について理解できるよ
うに指導する。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について、課題を発見
し、よりよい解決に向けて、思考
し、判断するとともに、他者に伝え
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に意欲
的に取り組ませる。

体育理論 【知識】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展
について、自分の言葉で説明できる。
【思考・判断・表現】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展
について、課題を発見し、よりよい解決に向け
て、思考し、判断するとともに、他者に伝える
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展
についての学習に意欲的に取り組んでいる

○ ○ ○ 2



年間授業計画　様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動技
能を高め、各自の能力に応じて、運動の楽しさ
や喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊
かに継続できるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、
思考、判断しながら授業に取り組み、自分の考
えや技能を表現できるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公
正、協力、責任、参画、協調等の態度を育て、
健康・安全に留意して、生涯を通じて継続的に
運動ができるように意欲的に授業に取り組むこ
とができるようにする。

新高等保健体育（大修館）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 運動の特性に応じた技能等及び社会生活の健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

自他や社会の課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

（１組：長野泰明）

南葛飾 保健体育 体育
保健体育 体育 2

○ 12

H 体育理論
【知識】
運動やスポーツの効果的な学習の仕
方について理解できるように指導す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕
方について、課題を発見し、よりよ
い解決に向けて、思考し、判断する
とともに、他者に伝えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕
方についての学習に意欲的に取り組
ませる。

体育理論 【知識】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
て、自分の言葉で説明できる。
【思考・判断・表現】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
て、課題を発見し、よりよい解決に向けて、思
考し、判断するとともに、他者に伝えることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
の学習に意欲的に取り組んでいる

○ ○ ○ 2

【知識・技能】
パス、ドリブル等の安定したボールと空間を作
り出すなどの動きによってゴール前への侵入に
向けての攻防をができている。
【思考・判断・表現】
チームや自己のバスケットボール上達の課題を
見つけ、課題解決の練習を工夫して、自己や仲
間の考えを伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
危険予知、危険予測をしながら、安全を確保し
て、バスケットボールに主体的に取り組んでい
る。

○ ○

２
学
期

E 球技
【知識及び技能】
バレーボールで役割に応じたボール
操作と連携した動きによって空いた
場所をめぐる攻防をさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己のバレーボール上達の
課題を見つけ、課題解決の練習を工
夫させ、自己や仲間の考えを伝えさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
危険予知、危険予測をさせ、安全を
確保して、バレーボールに主体的に
取り組ませる。

バレーボール 【知識・技能】
バレーボールで役割に応じたボール操作と連携
した動きによって空いた場所をめぐる攻防がで
きている。
【思考・判断・表現】
チームやや自己のバレーボール上達の課題を見
つけ、課題解決の練習を工夫して、自己や仲間
の考えを伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
危険予知、危険予測をしながら、安全を確保し
て、バレーボールに主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 12

C 球技
【知識及び技能】
パス、ドリブル等の安定したボール
と空間を作り出すなどの動きによっ
てゴール前への侵入に向けての攻防
をさせるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己のバスケットボール上
達の課題を見つけ、課題解決の練習
を工夫させ、自己や仲間の考えを伝
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
危険予知、危険予測をさせ、安全を
確保して、バスケットボールに主体
的に取り組ませる。

バスケットボール

D 球技
【知識及び技能】
卓球の安定したラケット操作やペア
と連携した動きによって空いた場所
をめぐる攻防ができるようにさせ
る。　。
【思考力、判断力、表現力等】
ペアや自己の卓球上達の課題を見つ
け、課題解決の練習を工夫させ、自
己や仲間の考えを伝えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
危険予知、危険予測をさせ、安全を
確保して、卓球に主体的に取り組ま
せる。

卓球 【知識・技能】
卓球の安定したラケット操作やペアと連携した
動きによって空いた場所をめぐる攻防ができて
いる。
【思考・判断・表現】
ペアや自己の卓球上達の課題を見つけ、課題解
決の練習を工夫して、自己や仲間の考えを伝え
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
危険予知、危険予測をしながら、安全を確保し
て、卓球に主体的に取り組んでいる

○ ○ ○ 10



年間授業計画　様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動技
能を高め、各自の能力に応じて、運動の楽しさ
や喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊
かに継続できるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、
思考、判断しながら授業に取り組み、自分の考
えや技能を表現できるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公
正、協力、責任、参画、協調等の態度を育て、
健康・安全に留意して、生涯を通じて継続的に
運動ができるように意欲的に授業に取り組むこ
とができるようにする。

新高等保健体育（大修館）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 運動の特性に応じた技能等及び社会生活の健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

自他や社会の課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

（１組：長野泰明）

南葛飾 保健体育 体育
保健体育 体育 2

合計

78

３
学
期

持久走 【知識・技能】
持久走で記録の向上や競争の楽しさや喜びを味
わい、自己に適したペースを維持して走ること
ができる。
【思考・判断・表現】
自己や仲間の持久走の記録向上の課題を見つ
け、課題解決の練習を工夫して、自己や仲間の
考えを伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
危険予知、危険予測をしながら、安全を確保し
て、持久走に主体的に取り組んでいる

○ ○ ○ 10

H 陸上競技
【知識及び技能】
持久走で記録の向上や競争の楽しさ
や喜びを味わい、自己に適したペー
スを維持して走ることができるよう
にさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の持久走の記録向上の課
題を見つけ、課題解決の練習を工夫
させ、自己や仲間の考えを伝えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
危険予知、危険予測をさせ、安全を
確保して、持久走に主体的に取り組
ませる。



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

39

南葛飾

３
学
期

I　喫煙と健康
J　飲酒と健康
【知識及び技能】
健康・安全について理解を深めるとと
もに、技能を身につけるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発
見し、合理的・計画的な解決に向けて
思考し判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度
を養わせ、意欲的に取り組ませる。

〇喫煙による健康への影響について
理解する。
〇飲酒による健康への影響について
理解する。
〇喫煙・飲酒による健康被害の防止
に必要な個人及び社会環境への対策
について理解する。

【知識及び技能】
健康・安全について理解を深め、技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的・計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養い、
意欲的に取り組んでいる。

○ ○

２
学
期

E 生活習慣病の予防と回復
F 身体活動・運動と健康
【知識及び技能】
健康・安全について理解を深めるとと
もに、技能を身につけるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発
見し、合理的・計画的な解決に向けて
思考し判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度
を養わせ、意欲的に取り組ませる。

〇生活習慣病のリスクを軽減し予防
するために必要な個人の取り組みに
ついて理解する。
〇生活習慣病の予防や回復のために
必要な社会の取り組みについて理解
する。
〇身体活動・運動と健康の関係につ
いて理解する。
〇身体活動・運動の継続的な実践に
必要な個人と社会の取り組みについ
て理解する。

【知識及び技能】
健康・安全について理解を深め、技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的・計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養い、
意欲的に取り組んでいる。

保健体育 保健

１
学
期

○

（１組：長野泰明　）

保健体育 保健 1

A 日本における健康課題の変遷
【知識及び技能】
健康・安全について理解を深めるとと
もに、技能を身につけるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発
見し、合理的・計画的な解決に向けて
思考し判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度
を養わせ、意欲的に取り組ませる。

〇健康指標や疾病構造の変化から、
日本の健康課題を理解する。
〇健康水準や疾病構造の変化には社
会の状況が関わっていることを理解
する。

【知識及び技能】
健康・安全について理解を深め、技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的・計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養い、
意欲的に取り組んでいる。

○ ○

保健

【 知　識　及　び　技　能 】技能及び健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目
指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

健康・安全について理解を深めるとともに、技
能を身につけるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的・計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

新高等保健体育（大修館）

保健体育

自他や社会の課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考・判断し、他者に伝える力を養う。

健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

○ ○

定期考査 〇 〇

○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○ 7○

B 現代における感染症の問題
C 感染症の予防
D 性感染症・エイズとその予防
【知識及び技能】
健康・安全について理解を深めるとと
もに、技能を身につけるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発
見し、合理的・計画的な解決に向けて
思考し判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度
を養わせ、意欲的に取り組ませる。

〇感染症の発生や流行には自然や社
会の環境が影響することについて理
解する。
〇感染症予防の三原則について理解
する。
〇性感染症・エイズの現状と今後の
課題について理解する。

【知識及び技能】
健康・安全について理解を深め、技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的・計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養い、
意欲的に取り組んでいる。

1

○ 7

1

8

1

定期考査 〇 〇

G　食事と健康
H　休養・睡眠と健康
【知識及び技能】
健康・安全について理解を深めるとと
もに、技能を身につけるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発
見し、合理的・計画的な解決に向けて
思考し判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度
を養わせ、意欲的に取り組ませる。

〇食事と健康の関係について理解す
る。
〇健康的な食生活の実践に必要な個
人及び社会の取り組みについて理解
する。
〇休養・睡眠と健康の関係について
理解する。
〇適切な休養・睡眠の確保に必要な
個人及び社会の取り組みについて理
解する。

【知識及び技能】
健康・安全について理解を深め、技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的・計画的な解決に向けて思考し判断してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養い、
意欲的に取り組んでいる。

8

○

○ ○ ○

定期考査 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【学びに向かう力、人間性等】

音楽全般の歴史、知識を高める。

（１組：　李　）

音楽Ⅰ　Tutti＋

芸術

自分の表現したい音を、楽器を見つけ、課題をもって演奏技術の向上に取り組む。

音楽表現を通じて、自己の表現力の豊かさを育み、他の奏者の表現を学ぶ。

芸術 音楽
芸術 音楽 2

南葛飾

29

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

各自選択曲選出
個人練習
合奏練習
実技テスト
クリスマスソングについて
クリスマスソング楽器練習
合奏

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

音楽全般の歴史、知識を高める。 自分の表現したい音を、楽器を見つけ、課題を
もって演奏技術の向上に取り組む。

【知識・技能】
自分の演奏技術の理解。
提示された選択曲への理解を深め楽器演奏で
表現する。
クリスマスソングについての知識。

【思考・判断・表現】
発表会形式のなかでの演奏
合奏の中での自己表現を行う

【主体的に学習に取り組む態度】
演奏練習に取り組む姿勢。
合奏という、協力して一つの作品を作り上げ
ようとする姿勢

音楽表現を通じて、自己の表現力の豊かさを育
み、他の奏者の表現を学ぶ。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

１
学
期

・芸術・音楽オリエンテーション

【知識及び技能】
　楽器の使い方、手入れとしまい方
について

【思考力、判断力、表現力等】
　各自、1学期選択曲選出
「音楽史
（クラッシック～ポピュラー）
」実技テスト
　
【学びに向かう力、人間性等】
　道具を大切に扱うこと。

オリエンテーション
選択楽器決め
各自、1学期選択曲選出
音楽史（クラッシック～ポピュ
ラー）
実技テスト

【知識・技能】
音楽史について（クラシック~ポピュラー）
　
【思考・判断・表現】
課題曲への取り組みと楽器の演奏技術
　

【主体的に学習に取り組む態度】
　道具を大切に扱うこと。
「楽器の演奏練習に取り組む姿勢

○ ○ ○

音楽

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

３
学
期

【知識及び技能】
1，2学期を踏まえ、選択曲を提示す
る
各自の技術に応じた課題曲と合奏曲
の選択
「
【思考力、判断力、表現力等】
発表会形式で各自発表する
クリスマスをテーマに合奏を行う
【
【学びに向かう力、人間性等】
演奏技術の向上　合奏の技術

２
学
期

【知識及び技能】
各自の技術レベルに合う選択曲を提
示する
クリスマスソングのバリエーション
「
【思考力、判断力、表現力等】
発表会形式で各自発表する
クリスマスをテーマに合奏を行う
【
【学びに向かう力、人間性等】
演奏技術の向上　合奏の技術

１，２学期の復習
グループ合奏（グループ決め、選
択曲選出）
グループ発表
実技テスト
'１年間のまとめ

【知識・技能】
自分の演奏技術の理解。
提示された選択曲への理解を深め楽器演奏で
表現する。
合奏曲に対する理解と知識。

【思考・判断・表現】
発表会形式のなかでの演奏
合奏の中での自己表現を行う

【主体的に学習に取り組む態度】
演奏練習に取り組む姿勢。
合奏という、協力して一つの作品を作り上げ
ようとする姿勢

○

合計

78

○ ○ ○ 29

○ ○ 20



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者： （1組：山本　一博）

使用教科書：

教科 の目標：

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

9

4

14

C「自画像－鏡に映らない自分と
は」
【知識及び技能】
構図や表情、色彩効果、全体のイ
メージを捉える。
【思考力、判断力、表現力等】
構図や表情などの効果を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
内面の表現に主体的に取り組む。

指導項目
・鉛筆描画－構図やポーズ
・明暗・質感
・絵具着彩－淡彩表現、混色と重
色　　　　　　　　・教科書作品
の鑑賞　　　　　　　　内容
表情やポーズを工夫し、鏡に映ら
ない「私」を表現する。

○ ○

【知識・技能】
構図や色彩などが感情にもたらす効果や造形
的な特徴などを基に、全体のイメージや作風
などで捉えることを理解している。
目的や意図に応じて絵の具などの特性や効果
を生かすとともに、表現方法を創意工夫し、
主題を追求して創造的に表している。
【思考・判断・表現】
自己を見つめ感じ取ったことや考えたことか
ら主題を生成し、表現形式の特性を生かし、
形体や色彩、構成などについて考え、創造的
な表現の構想を練っている。
造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心
情や意図と創造的な表現の工夫などについて
考え、見方や感じ方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自己の内面を探り、感じ取ったことや考えた
ことなどを基にした自画像を描く表現の創造
活動に、主体的に取り組もうとしている。
造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の表
したい人物の特徴や美しさなどについて考
え、見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動
に、主体的に取り組もうとしている。

○ ○○

○ ○ ○

【知識・技能】
鉛筆の線や濃淡による制作方法を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
名画のもつ造形的なよさや美しさを理解して
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
名画の模写に主体的に取り組もうとしてい
る。

【知識・技能】
年間の学習内容とその目標について理解を深
めている。
【思考・判断・表現】
作例、生徒作品や教科書の鑑賞をとおして、
創造的な表現の工夫について見方や感じ方を
深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
見方や感じ方を深める鑑賞の創造的な活動に
主体的に取り組もうとしている。

知識・技能】
造形の秩序を生む構成の要素や無彩色・有彩
色であらわす調和について理解している。
【思考・判断・表現】
主題性のある表現を追求して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
創造的活動に主体的に取り組もうとしてい
る。 ○ ○ ○

4

○ ○ ○

南葛飾
芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を
深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工
夫し、創造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美
術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に
発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美
術に対する見方や感じ方を深めたりすることができ
るようにする。

芸術

美術Ⅰ

評価規準単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

○

美術Ⅰ芸術

日本文教社　高校美術１

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造する力を養い、豊かな情操を培
う。

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯
にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社
会を創造していく態度を養う。

配
当
時
数

知

１
学
期

A「オリエンテーション」
【知識及び技能】
年間の美術Ⅰの学習内容及びその目
標について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作例、生徒作品や教科書の鑑賞をと
おして、創造的な表現の工夫につい
て見方や感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
見方や感じ方を深める鑑賞の創造的
な活動に主体的に取り組む。

指導項目
・年間の学習内容
・使用する教材、持参する用具類
・生徒作品の鑑賞
・教科書作品の鑑賞
内容
年間の学習内容とその目標につい
て、制作例を取り上げることで美
術Ⅰの学習のイメージを持たせ、
教科書を使用して学びの意味につ
いて考える。

○

○

B「名画の模写－地獄におちた魂」
【知識及び技能】
鉛筆の線や濃淡による制作を理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
迫真に迫る表現について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
名画の模写に主体的に取り組む。

指導項目
・ミケランジェロの生涯
・作品の構図、顔の表情
内容
ミケランジェロの人物素描の模写
をとおして、表現方法を学び、表
現の意図について考える。

D「平面構成」
【知識及び技能】
造形の秩序を生む構成の要素や無彩
色と有彩色であらわす調和について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
主題性のある表現を追求する。
【学びに向かう力、人間性等】
創造的活動に主体的に取り組む。

指導項目
・画面分割
・グラデーションの作成
・無彩色と有彩色による配色
・教科書作品の鑑賞
内容
直線と円で画面を分割する平面構
成のアイデアスケッチをおこな
い、これに基づき、平面構成作品
を制作する。明度計画に基づき、
効果的な配色を考案する。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者： （1組：山本　一博）

使用教科書：

教科 の目標：

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

南葛飾
芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を
深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工
夫し、創造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美
術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に
発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美
術に対する見方や感じ方を深めたりすることができ
るようにする。

芸術

美術Ⅰ

評価規準単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

美術Ⅰ芸術

日本文教社　高校美術１

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造する力を養い、豊かな情操を培
う。

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯
にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社
会を創造していく態度を養う。

配
当
時
数

知

11○

E「名画の模写－最後の晩餐」
【知識及び技能】
空間を表す遠近法について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ユニットによる群像表現や演劇的な
手による表現について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
創造的活動に主体的に取り組む。

指導項目
・レオナルド・ダ・ヴィンチの生
涯　・キリストと１２使徒につい
て　　　・消失点（vanishing
point)　　　　・線遠近法と空気
遠近法
・作品の構図、使徒の構成や手の
表情　　　　　　・教科書作品の
鑑賞                     内容
教科書より「作家探求　レオナル
ド・ダ・ヴィンチ」を取り上げ、
「最期の晩餐」鉛筆模写を通して
作者の表現と意図について考え
る。

３
学
期

G「身近な生活から」
【知識及び技能】
版画の制作プロセスを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
版画の特性を理解し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
創造的活動に主体的に取り組む

指導項目
・テーマと表現
・アイデアスケッチ
・一版多色木版画のプロセス
・陰刻の技法
・重色の効果について
・教科書作品の鑑賞
内容
身近な生活からをテーマに印象に
残る場面を一版多色木版画で表現
する。

○

F「私のSDGsな住まい」
【知識及び技能】
二点透視図法について理解し、一学
期の平面構成学習を生かした配色を
する。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマをを追求して表現したり鑑賞
したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
完成させる意欲をもち表す創造活動
に、主体的に取り組む。

指導項目
・SDGsについて
・二点透視図法
・点景の表現
・色彩計画
・教科書作品の鑑賞
内容
二点透視図法をつかい、自然と共
生する住宅や街並み、脱炭素社会
に向けて新しい住宅のイメージを
表現する。

H「葛飾北斎と歌川広重」
【知識及び技能】
構図や色彩などの効果、版画の技術
などに着目し、全体のイメージや作
風、様式などを捉える。
【思考力、判断力、表現力等】
浮世絵版画の発展の歴史や、作品の
よさや美しさ、美術文化の継承と創
造について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
美術や美術文化と豊かに関わり、浮
世絵版画の鑑賞
の創造活動に、主体的に取り組もう
としている。

指導項目
・教科書作品の鑑賞
・小テスト
内容
教科書より「浮世絵版画の魅力」
を取り上げ、浮世絵の歴史や二大
山水画家である葛飾北斎と歌川広
重の個性と表現の違いを考察す
る。

２
学
期

○

○

○ ○ 16

○

【知識・技能】
 構図や色彩などの効果、造形的な特徴など
を基に、よさや美しさなどを全体のイメージ
や作
風、様式などで捉えることを理解している。
【思考・判断・表現】
浮世絵版画のよさや美しさ、美意識や創造性
などを感じ取り、作者の心情や意図と創造的
な表現の工夫、日本の美術の歴史や表現の特
質、美術文化について考え、見方や感じ方を
深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
美術や美術文化と豊かに関わり、浮世絵版画
の鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうと
している。

○

【知識・技能】
版画の制作プロセスを理解している。
【思考・判断・表現】
陰刻の線の効果や重色の効果を考えて主題性
のある表現を追求して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
創造的活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

○

4

合
計

78

○ ○

○

【知識・技能】
二点透視図法について理解している。形や色
彩、明暗、質感などの効果、全体のイメージ
などを捉え、線の強弱や絵の具などの特性を
生かして表す。
【思考・判断・表現】
イメージのある表現を追求している。
透視図で表現された作品の作者の心情や意図
と創造的な表現の工夫などについて考え、見
方や感じ方を深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
完成させる意欲をもち主体的に取り組もうと
している。
表現の意図や工夫を読み取り鑑賞する創造活
動に、主体的に取り組もうとしている。

○ ○

○○

○ 16

知識・技能】
遠近法について理解している。
【思考・判断・表現】
名画の造形的なよさや美しさを理解して表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
名画の模写表現に主体的に取り組もうとして
いる。 ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 情報  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

配当
時数

15○ ○

14

【学びに向かう力、人間性等】

情報社会

【知識及び技能】
情報社会における様々な約束事・定
義づけを学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
　情報社会における様々な問題に対
し、適切な判断・対応を考えられる
ようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
　情報社会の一員として会得した知
識を問題解決・情報社会の健全な発
展にむける。

情報と情報社会
問題解決の考え方
法規による安全対策
個人情報とその扱い
知的財産権の概要と産業財産権
著作権

【知識・技能】
情報社会における様々な約束事・定義づけを
学び、表現し他人に説明できる。

【思考・判断・表現】
情報社会における様々な問題に対し、適切な
判断・対応を考え、行動できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会の一員として会得した知識を使い、
問題解決に向け発意できる。

○

情報デザイン

【知識及び技能】
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとメディアについての知
識
Webページ作成ソフトの利用法

【思考力、判断力、表現力等】
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを意識して、Web上での印
象の変化を考慮し発信するという考
え方を学ぶ。

【学びに向かう力、人間性等】
　自分のやりたいことを発信するこ
とではなく、他者にわかりやすい情
報発信を意識できる。

コミュニケーションとメディア
情報デザインと表現の工夫
プレゼンテーション
Ｗｅｂページと情報デザイン

【知識・技能】
　Webページ作成ソフトの仕様を理解して活用
することができる。

【思考・判断・表現】
　情報発信をする際に、Web上での印象の与え
方・影響を考慮して作成する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自分の表現したいことを考えて構成すると
ともに、他者にわかりやすく伝えることを心
掛けているか。

○

１
学
期

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　情報と情報技術の技能を身に付ける。情報社会と人の関りについての法規とマナーについて学ぶ。

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て，法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度，情報セキュリティを確保しようとする態度
などの情報モラルを養い，これらを踏まえて情
報と情報技術を活用することで情報社会に主体
的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報と情報技術についての知識と技能、情報と
情報技術を活用して問題を発見・解決する方法
についての知識と技能を身に付けるとともに，
情報社会と人との関わりについては，情報に関
する法規や制度及びマナー、個人が果たす役割
や責任等について、情報と情報技術の理解と併
せて身に付ける。
 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，
さまざまな事象を情報とその結び付きの視点か
ら捉え，複数の情報を結び付けて新たな意味を
見いだす力を養うとともに，問題を発見・解決
する各段階で情報と情報技術を活用する過程を
振り返り改善することで，情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

高校情報Ⅰ　Python（実教出版）

情報

　情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

　法規や制度及びマナーを守り、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

情報Ⅰ

（１組：　小出　）

情報 情報Ⅰ 2

南葛飾



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 情報  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

配当
時数

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　情報と情報技術の技能を身に付ける。情報社会と人の関りについての法規とマナーについて学ぶ。

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て，法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度，情報セキュリティを確保しようとする態度
などの情報モラルを養い，これらを踏まえて情
報と情報技術を活用することで情報社会に主体
的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報と情報技術についての知識と技能、情報と
情報技術を活用して問題を発見・解決する方法
についての知識と技能を身に付けるとともに，
情報社会と人との関わりについては，情報に関
する法規や制度及びマナー、個人が果たす役割
や責任等について、情報と情報技術の理解と併
せて身に付ける。
 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，
さまざまな事象を情報とその結び付きの視点か
ら捉え，複数の情報を結び付けて新たな意味を
見いだす力を養うとともに，問題を発見・解決
する各段階で情報と情報技術を活用する過程を
振り返り改善することで，情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

高校情報Ⅰ　Python（実教出版）

情報

　情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

　法規や制度及びマナーを守り、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

情報Ⅰ

（１組：　小出　）

情報 情報Ⅰ 2

南葛飾

○ ○

○ 15

○ ○ 16

○

定期考査

1

２
学
期

デジタル

【知識及び技能】
　コンピュータの仕組みを理解し、
データの処理がどのように行われて
いるかを理解する。
コンピュータを効率よく利用するた
めの方法を学ぶ。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　デジタル情報の特性とその情報表
示の方法を考え、利用する。

【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータ上での音や画像の表
現が他者に与える影響を考慮した表
現に取り組む。

デジタル情報の特徴
数値と文字の表現
演算の仕組み
音の表現　画像の表現
コンピュータの構成と動作・性能
データの圧縮と効率化

【知識・技能】
　コンピュータの基本構成を理解している。
　コンピュータ上での情報処理がどのように
行われているかを知り、コンピュータの性能
を十分に活用できる。
　
【思考・判断・表現】
　コンピュータ上での情報処理がどのように
行われているかを知り、音や画像の表現に活
用することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　コンピュータ上での音や画像の表現の特性
を自己の表現に活かすことができているか。

○

ネットワーク

【知識及び技能】
　インターネットの仕組みを理解す
る。
　情報システム構成と安全性を担保
する仕組みを理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・インターネットを利用し、データ
ベースを構築する際に配慮すべき安
全対策を考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　インターネットの持つ危険性を理
解したうえで、より安全な活用を考
える。

ネットワークとプロトコル
インターネットの仕組み
Ｗｅｂページの閲覧とメールの送
受信
情報システムとデータベース
個人による安全対策
安全のための情報技術

【知識・技能】
　インターネットと接続するうえで必要なこ
とを理解している。セキュリティ問題を理解
している。

【思考・判断・表現】
　インターネットと特性を理解し、安全性を
考えて情報を活用できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　インターネットの利便性を知り活用する。
情報共有化のリスクを熟知したうえで積極的
に活用できる。

○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 情報  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

配当
時数

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　情報と情報技術の技能を身に付ける。情報社会と人の関りについての法規とマナーについて学ぶ。

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て，法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度，情報セキュリティを確保しようとする態度
などの情報モラルを養い，これらを踏まえて情
報と情報技術を活用することで情報社会に主体
的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報と情報技術についての知識と技能、情報と
情報技術を活用して問題を発見・解決する方法
についての知識と技能を身に付けるとともに，
情報社会と人との関わりについては，情報に関
する法規や制度及びマナー、個人が果たす役割
や責任等について、情報と情報技術の理解と併
せて身に付ける。
 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，
さまざまな事象を情報とその結び付きの視点か
ら捉え，複数の情報を結び付けて新たな意味を
見いだす力を養うとともに，問題を発見・解決
する各段階で情報と情報技術を活用する過程を
振り返り改善することで，情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

高校情報Ⅰ　Python（実教出版）

情報

　情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

　法規や制度及びマナーを守り、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

情報Ⅰ

（１組：　小出　）

情報 情報Ⅰ 2

南葛飾

３
学
期

問題解決とプログラミング

【知識及び技能】
  用語の意味やその使い方について
理解する。
　コンピューターを活用してデータ
を表やグラフに整理し、分析するこ
とができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じて複数の種類のデータ
を収集し、適切な統計量やグラフ、
手法を選択して分析を行い、その特
徴を表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　データ収集の重要性を理解し、シ
ミュレーションの考え方から考察を
深めたりすることができる。

データの収集と整理
文字データと画像データの整理
統計量とデータの尺度
時系列分析と回帰分析
モデル化・確定的モデルのシミュ
レーション
アルゴリズムとプログラミング
プログラミングの基本・配列・関
数・探索・整列

【知識・技能】
・用語の意味について理解し、実際に使いこ
なすことができる。
・コンピューターを活用してデータを表やグ
ラフに整理し、基本的な統計量を求めること
ができる。

【思考・判断・表現】
　目的に応じて複数の種類のデータを収集
し、適切な統計量やグラフ、手法を選択して
分析を行い、その特徴を表現することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　事象をデータの分析の考えを用いて考察す
るよさを認識し、積極的に数学を活用しよう
としたり、問題解決の過程から考察を深めた
りしようとしている。

○ ○ ○

合計

78

16

○定期考査 ○ 1



年間授業計画

高等学校 令和７年度(１学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

人権 人権Ⅰ
人権 人権Ⅰ 2

南葛飾

（１組：　横山祐太、吉本未来　）

思 態

様々な人権問題について知り、正しい知識を身に付けたうえで、考察したことを自身の言葉でまとめる技能を身に付ける。

他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえたうえ
で自分自身の考察をさらに深めることができる
ようになる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

様々な人権問題について知り、正しい知識を身に
付けたうえで、考察したことを自身の言葉でまと
める技能を身に付ける。

人権問題を自分自身の課題として受け止め、自
身がどう生きていくか考察し、発表できる力を
養う。

自校作成プリント

人権

人権問題を自分自身の課題として受け止め、自身がどう生きていくか考察し、発表できる力を養う。

他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえたうえで自分自身の考察をさらに深めることができるようになる。

人権Ⅰ

○ ○ ○ 10

配当
時数

１
学
期

A オリエンテーション

【知識及び技能】
　本校の人権教育の歴史と、学校設定
科目「人権」の授業について知り、学
ぶ意義について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　人権を学ぶことが自分自身にも意義
のあることであると理解し、自身がど
う生きていくか考察する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏
まえたうえで自分自身の考察をさらに
深めることができるようになる。

・人権の授業について
・本校の人権の授業の歴史

＜教材＞
・授業プリント
・動画教材

【知識・技能】
　本校の人権教育の歴史と、学校設定科目
「人権」の授業について知り、学ぶ意義につ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
　人権を学ぶことが自分自身にも意義のある
ことであると理解し、自身がどう生きていく
か考察できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえた
うえで自分自身の考察をさらに深めることが
できる。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標

○ ○ 9

・グループトークでの友人トラブ
ル
・誹謗中傷
・個人情報流出

＜教材＞
・授業プリント
・動画教材

【知識・技能】
　情報モラル、SNSトラブルについての正しい
知識を身に付け、それを踏まえて考察したこ
とを自身の言葉でまとめることができる。

【思考・判断・表現】
　情報モラル、SNSトラブルに関する人権問題
を自分自身の課題として受け止め、自身がど
う生きていくか考察し、発表することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえた
うえで自分自身の考察をさらに深めることが
できる。

C 情報モラル

【知識及び技能】
　情報モラルについての正しい知識を
身に付け、それを踏まえて考察したこ
とを自身の言葉でまとめる技能を身に
付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　情報モラルに関する人権問題を自分
自身の課題として受け止め、自身がど
う生きていくか考察し、発表できる力
を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏
まえたうえで自分自身の考察をさらに
深めることができるようになる。

指導項目・内容 評価規準 知

B 性的マイノリティ、LGBT

【知識及び技能】
　性的マイノリティ(LGBT)についての
正しい知識を身に付け、それを踏まえ
て考察したことを自身の言葉でまとめ
る技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　性的マイノリティ(LGBT)に関する人
権問題を自分自身の課題として受け止
め、自身がどう生きていくか考察し、
発表できる力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏
まえたうえで自分自身の考察をさらに
深めることができるようになる。

・LGBTとは
・性的少数派の人々を知る
・性的マイノリティについてまと
め

＜教材＞
・授業プリント
・動画教材

【知識・技能】
　性的マイノリティ(LGBT)についての正しい
知識を身に付け、それを踏まえて考察したこ
とを自身の言葉でまとめることができる。

【思考・判断・表現】
　性的マイノリティ(LGBT)に関する人権問題
を自分自身の課題として受け止め、自身がど
う生きていくか考察し、発表することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえた
うえで自分自身の考察をさらに深めることが
できる。

○



年間授業計画

高等学校 令和７年度(１学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

人権 人権Ⅰ
人権 人権Ⅰ 2

南葛飾

（１組：　横山祐太、吉本未来　）

思 態

様々な人権問題について知り、正しい知識を身に付けたうえで、考察したことを自身の言葉でまとめる技能を身に付ける。

他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえたうえ
で自分自身の考察をさらに深めることができる
ようになる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

様々な人権問題について知り、正しい知識を身に
付けたうえで、考察したことを自身の言葉でまと
める技能を身に付ける。

人権問題を自分自身の課題として受け止め、自
身がどう生きていくか考察し、発表できる力を
養う。

自校作成プリント

人権

人権問題を自分自身の課題として受け止め、自身がどう生きていくか考察し、発表できる力を養う。

他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえたうえで自分自身の考察をさらに深めることができるようになる。

人権Ⅰ

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

11

12

○ ○ 11

○

F ハラスメント

【知識及び技能】
　ハラスメントについての正しい知識
を身に付け、それを踏まえて考察した
ことを自身の言葉でまとめる技能を身
に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　ハラスメントに関する人権問題を自
分自身の課題として受け止め、自身が
どう生きていくか考察し、発表できる
力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏
まえたうえで自分自身の考察をさらに
深めることができるようになる。

・セクシャルハラスメント
・パワーハラスメント
・マタニティハラスメント

＜教材＞
・授業プリント
・動画教材

〇 ○

○

E 差別

【知識及び技能】
　障害者差別・高齢者差別などについ
ての正しい知識を身に付け、それを踏
まえて考察したことを自身の言葉でま
とめる技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　障害者差別・高齢者差別などに関す
る人権問題を自分自身の課題として受
け止め、自身がどう生きていくか考察
し、発表できる力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏
まえたうえで自分自身の考察をさらに
深めることができるようになる。

・障害者差別
・高齢者差別
・外国人差別
・女性差別

＜教材＞
・授業プリント
・動画教材

【知識・技能】
　障害者差別・高齢者差別などについての正
しい知識を身に付け、それを踏まえて考察し
たことを自身の言葉でまとめることができ
る。

【思考・判断・表現】
　障害者差別・高齢者差別などに関する人権
問題を自分自身の課題として受け止め、自身
がどう生きていくか考察し、発表することが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえた
うえで自分自身の考察をさらに深めることが
できる。

○

D 同和問題(部落差別)

【知識及び技能】
　部落差別についての正しい知識を身
に付け、それを踏まえて考察したこと
を自身の言葉でまとめる技能を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　部落差別に関する人権問題を自分自
身の課題として受け止め、自身がどう
生きていくか考察し、発表できる力を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏
まえたうえで自分自身の考察をさらに
深めることができるようになる。

・部落問題とは
・部落問題の歴史
・部落差別の現状

＜教材＞
・授業プリント
・動画教材

【知識・技能】
　部落差別についての正しい知識を身に付
け、それを踏まえて考察したことを自身の言
葉でまとめることができる。

【思考・判断・表現】
　部落差別に関する人権問題を自分自身の課
題として受け止め、自身がどう生きていくか
考察し、発表することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえた
うえで自分自身の考察をさらに深めることが
できる。

○

【知識・技能】
　ハラスメントについての正しい知識を身に
付け、それを踏まえて考察したことを自身の
言葉でまとめることができる。

【思考・判断・表現】
　ハラスメントに関する人権問題を自分自身
の課題として受け止め、自身がどう生きてい
くか考察し、発表することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえた
うえで自分自身の考察をさらに深めることが
できる。

○

２
学
期



年間授業計画

高等学校 令和７年度(１学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

人権 人権Ⅰ
人権 人権Ⅰ 2

南葛飾

（１組：　横山祐太、吉本未来　）

思 態

様々な人権問題について知り、正しい知識を身に付けたうえで、考察したことを自身の言葉でまとめる技能を身に付ける。

他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえたうえ
で自分自身の考察をさらに深めることができる
ようになる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

様々な人権問題について知り、正しい知識を身に
付けたうえで、考察したことを自身の言葉でまと
める技能を身に付ける。

人権問題を自分自身の課題として受け止め、自
身がどう生きていくか考察し、発表できる力を
養う。

自校作成プリント

人権

人権問題を自分自身の課題として受け止め、自身がどう生きていくか考察し、発表できる力を養う。

他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえたうえで自分自身の考察をさらに深めることができるようになる。

人権Ⅰ

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

合計

78

9

○ 10

〇 ○

H 貧困問題

【知識及び技能】
　貧困問題についての正しい知識を身
に付け、それを踏まえて考察したこと
を自身の言葉でまとめる技能を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　貧困に関する人権問題を自分自身の
課題として受け止め、自身がどう生き
ていくか考察し、発表できる力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏
まえたうえで自分自身の考察をさらに
深めることができるようになる。

・日本の貧困問題
・路上生活者
・貧困問題とどう向き合うか

＜教材＞
・授業プリント
・動画教材

【知識・技能】
　貧困問題についての正しい知識を身に付
け、それを踏まえて考察したことを自身の言
葉でまとめることができる。

【思考・判断・表現】
　貧困に関する人権問題を自分自身の課題と
して受け止め、自身がどう生きていくか考察
し、発表することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえた
うえで自分自身の考察をさらに深めることが
できる。

○ ○

３
学
期

G 感染症と人権

【知識及び技能】
　ハンセン病などについての正しい知
識を身に付け、それを踏まえて考察し
たことを自身の言葉でまとめる技能を
身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　ハンセン病などに関する人権問題を
自分自身の課題として受け止め、自身
がどう生きていくか考察し、発表でき
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏
まえたうえで自分自身の考察をさらに
深めることができるようになる。

・ハンセン病と歴史
・ハンセン病と差別
・感染症の歴史
・新型コロナウイルスの流行

＜教材＞
・授業プリント
・動画教材

【知識・技能】
　ハンセン病などについての正しい知識を身
に付け、それを踏まえて考察したことを自身
の言葉でまとめることができる。

【思考・判断・表現】
　ハンセン病などに関する人権問題を自分自
身の課題として受け止め、自身がどう生きて
いくか考察し、発表することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　他人の意見を丁寧に聞き、それを踏まえた
うえで自分自身の考察をさらに深めることが
できる。

○


